
奇跡の子夢野に舞う 特別鑑賞会

長沼町にタンチョウを呼び戻すまでの日々を記録した映画「奇跡の子夢野に舞う」の特別鑑賞会を長沼町内で開催し
ました。6月21日は長沼中学校の生徒を対象に、22日は一般を対象に開催し、2日間で569名が映画を鑑賞しました。22
日の鑑賞会ではサポーター企業に会場設営等運営に協力いただきました。

【一般対象】
日 時 令和6年6月22日（土）10：30～12：30/14：30～16：30
場 所 長沼町民会館
内 容 映画の上映、ゲストトーク、

会場内でタンチョウも住めるまちづくりの展示
（取組やタンチョウ商品、サポーター企業の紹介、
長沼小学校児童の作品の展示）

登 壇 者 沼田博光監督、五十嵐幸雄千歳川河川事務所長
舞鶴遊水地にタンチョウを呼び戻す会加藤幸一会長
齋藤良彦町長

運営協力 東陽上村アドバンス株式会社、草野作工株式会社、
日本航空株式会社、株式会社JALスカイ札幌

参加者数 午前：160名、午後：128名
合計：288名（うち町内214名、町外74名）

【中学生対象】
日 時 令和6年6月21日（金）10：45～12:30
場 所 長沼中学校体育館
内 容 映画の上映、現在の取組内容について解説
参加者数 中学校生徒・教員・関係者等271名

中学校での上映 上映後の解説

会場内の展示 上映風景

ゲストトーク

• 映画を見て取り組みや長沼町の自然の素晴らしさ、共生の難しさがわかりました。
• 子供達の未来を想い、限りなく望みが薄い挑戦を続けた皆さんの姿に心動かされました。
• 長沼町の水害の歴史なども知ることが出来て、非常に見応えもありました。
• 長沼の歴史もわかり、とても感動しました。
• タンチョウも住めるまちづくり、という言葉はこの町にきてからよく目にしていますが、そ

れがどういう意味なのかは初めて知ることができました。

参加者からの感想
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